【ファインセラミックス製品製造業】
職種：セラミックス製造　　職務：成形

【概要】

　成形機に原料粉体、水、バインダ、分散剤、潤滑剤などの成形助剤を投入し、成形用スラリーや顆粒の調製を行い、金型等で所望の形状にし、加圧や加熱によりある程度の強度を付与して固体化する仕事。

【仕事の内容】

　成形は、その手法の違いにより塑性成形、押出し成形、乾式成形、鋳込み成形、射出成形、シート成形などに分かれる。成形の仕事は、その製品の種類、原料の状態、成形手法の違いによって異なり、それぞれ異なった成形技能が求められる。成形の基本的な工程は、成形用スラリー・顆粒の調製、成形である。

成形の仕事の一般的な作業手順は次のとおりである。まず、成形機に材料を投入し、指示された成形条件を機械に入力し、機械の試運転を行う。その結果を踏まえて成形条件を調整した後、機械を連続自動運転させる。運転中は、成形条件が変化して不良品が発生しないかどうかを監視し、必要に応じて機械を調整する。成形後は型からの取り出し作業をする。
（1） 【求められる経験・能力】

（2） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。中学や高校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、未経験の者で他職種から転職してくる場合もある。

（3） 技能検定（ファインセラミックス製品製造）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（4） 成形の仕事で重要なことは、製品の成形条件を成形機に設定する作業である。そのためには、成形機や成形用スラリー、添加剤などに関する知識が必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定
　　ファインセラミックス製品製造職種（ファインセラミックス製品製造作業）（１級・２級）
　　　　　　　　　

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５３５　陶磁器製造工、ファインセラミックス製品製造工
